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“４つの視点”からまちづくりを考えるﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ開かれる 
●９月 26 日(水)、午後 6:30 から、文化会館において、周南市都市計画課、都市整備
課主催の第２回地域別市民ワークショップ（参加者が対等の立場で、意見交換や作業

を行う方式の懇談会）が開かれました。 
●ワークショップの目的は、周南市の都市計画の基本的な内容、及び緑地の保全や公園

等の計画づくりのための「緑の基本計画」の策定にあたり、きめ細かく市民の皆様の

声を計画に反映させることです。 
●地区内から９人が出席し、市の司会進行のもと、２班にわかれて、１つの班は「環境

保全（生態保全）、レクリエーション、防災、景観形成」の４つ視点からのまちづく

り、もう１つの班では、参加者の要望で８月３日に行った第１回ワークショップと同

じ内容のワークショップを行いました。 
●約２時間に渡り、紙に各自が意見を書いて図面に貼り、それを項目ごとに整理してい

くという作業を共同で行い、各班の代表者に発表していただきました。 
●安全で美しく、遊び・学べ、そして生き物と共存していくまちづくりなどのためには

どうしたらよいか、様々な課題について、活発な意見が交わされました。 
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まちづくり
  瓦版

～ 地 域 別 ワ ー ク シ ョ ッ プ 情 報 誌 ～  
徳 山 ･遠 石・今 宿 ・
岐 山 小 学 校 区 第 ２
回  

◆作業プログラム  

時間 内容 時間 

18:30 開会、挨拶、ワークショップの説明 約 20分

18:50 

 

19:00 

★「自己紹介」 

始める前に簡単に自己紹介をしてください 

発表する人を決めます 

★ステップ１「よいところ、わるいところを探す」

よいところ、わるいところマップをつくる 

約 40分

 

19:30 

 

20:00 

★ステップ２「こんなふうにしたいことを考え

る」こんなふうにしたいねマップをつくり整備

メニュー整理表にする 

★「将来まちづくりテーマを決める」 

将来まちづくりテーマを考える 

約 40分

 

20:10 

 

★ステップ３「発表」 

成果を発表します 

約 20分

 

20:30 まとめ 約 10分

20:40 おつかれさまでした。解散。  

これからの徳山地区は 
 
まちなかに人を戻し 
賑わいのある、安心安全に
暮らせる町 
 

（各班に共通する意見です） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

わるいところ 

・山、海にはさまれ土地がせまい、坂が多い 

・空気が汚れてきた気がする 

・中央分離帯の整備が大変ゴミが多い 

・三田川の交通渋滞 

・青少年のための施設等が少ない、学習施設など

・地域の人の和（輪）が全体には広まらない 

・草取りなど整備をする人が少なくなった 

・看板がわかりにくい 

・地震への対応が不安。避難場所が危険 

・地震時に市役所が耐えられるだろうか 

・毛利様の墓地の整備が悪い 

施策メニュー 

・蛍→カワニナの生息できる川に 

・歴史記念館（徳山、毛利、児玉源太郎） 

・武道館をつくる 

・市民にわかりやすく史跡に案内をつける 

・避難場所への案内板をわかりやすく 

・市役所の耐震化 

・岐山の眺望の確保（木の伐採・展望台の整備）。 

・高速道路通行料金を安く→市内の渋滞緩和となる

・自治会のネットワーク強化（世代を超えて） 

・万葉の森の植物がわかる様にする 

（名札などつける） 

 

まちづくりのキーワード・テーマ 
世代を超えた人の和、安心安全の町づくり 

よいところ 

・街全体に緑が多い。公園が多い 

・桜並木東川、桜馬場、公園、蛍 

・道路が広い国道２号線 

・新幹線の駅、高速道路など便利である 

・岐山、太華山からの景観 

・馬島から見た粭島への景観 

・文化会館、美術館、博物館、動物園 

・水害少ない。地震が少ない（地盤がよい）

・史跡が多い（史跡をまわるコース） 

・人の和（輪）を大切にしている 

 １班の主な意見 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

わるいところ 

・家賃が高い 

・街中居住ができないくらい日用品店舗

がなくなった 

・空洞化（人口減少、子供の減少） 

・駐車場が少ない 

・駅前（乗降客、バスの利用者）でのバリア

フリーが無視されている 

・駅前から歩いて行く目的地がない 

・文化、スポーツ施設はあるが、駅、中央

市街地から遠い 

・中心市街地の建物の老朽化。防災対策

の不備 

・店舗の閉店時間が早い 

・経営者の高齢化 

施策メニュー 

・年寄りがまちなかに住めるまちづくり 

・市場←農業、漁業とのつながりを確保した

商業振興 

・商業振興 

生鮮食料品を集めた店、たべもの屋の集

中、日用品が充足する店舗、徳山の顔に

なる店舗の整備・誘致 

・駅周辺のバリアフリー化 

まちづくりのキーワード・テーマ 
   ～まちなかに人をもどす～ ～もう一度賑わいを取り戻す～ 

よいところ 

・組織化された商店街がある 

・駅にエスカレーターが出来た 

・空き店が多い→開発が可能 

・商店街、飲食店、銀行が集まっている 

・新幹線のとまる駅があり、交通の要所（港、鉄

道、道路）である 

・工業は上向き（景気が良い） 

・夜景が美しい。御幸通の眺めがよい 

・市街地に動物園がある。公園が多い 

・美術博物館、文化会館がある 

・イベントホールを持つ駐車場ピピ５１０がある 

・夏祭り、ツリー祭りなどイベントを開催すれば人が

集まる 

２班の主な意見

 



◆“瓦版”いかがでしたでしょうか。第２回ワークショップとともに、もう一度ふり返っていただければ幸いです。 

“瓦版”について、お気づきの点などがございましたら、また都市計画や緑に関することなどまちづくり全般

に関わるご質問や提案がございましたら、都市計画課、都市整備課にお問い合わせ下さい。 

まちづくりは行政と市民の皆様が車の両輪となって進めていかねばなりません。今後とも皆様のご理解・ご

協力をお願い致します。                               


